菊と刀　　　日本文化の型　ルース・ベネディクト
　　文化人類学者の著者は、第２次世界大戦中、アメリカ政府の依頼を受けて日本人のメンタリティを調査した。これを基に出版したのが本書で、西洋を「罪の文化」。対して日本を「恥の文化」と規定した。

1． 西洋の場合、力をつけた中産階級が封建制と階級制を打破した。一方日本の場合、明治維新により、封建制が終わった。しかし、この革命は、一部武士階層と有力商人の連合で行われたもので新しい体制になっても階級体制は、温存された。（この制度の中で自分にふさわしい位置が保たれている限り、日本人は、何も不服を言わず、また安全だと感じる）。
2． 日本人は、過去や日々の接触ごとに負い目を感じるという事実がある。自分が生まれたのは、先祖のおかげであり、幸福に暮らせるのは、世間のおかげである。この負い目を「恩」と言い換えた。そして其の負い目である恩には、債務の返済、つまり義務がある。
3． 義務には、天皇に対する「忠」、親に対する「孝」があり、これに加えて世間に対する義理、自らの名に関する義理、すなわち名誉を含む。
4． これらの義務に対して日本人は、「誠」すなわち誠実な態度で臨むが態度が不誠実な場合や義務を果たせない場合がある。日本人は、このときに世間に対して「恥」を感じ、この恥を日本人避ける傾向があり、そのため恥が日本人の行動の基準になっている。これは、自身の内面にある「罪」の意識を基準に行動する西洋人と極めて対照的である。
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